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本校は、昭和53年4月に発足しました。校舎は、養護学校義務制実施の初年である昭和国年に落成
して現在地に移転しましたO 今日まで義務制と共に20余年を歩んで来たことになります。
樟害児教育(特殊教育)のこれまでを通覧したとき、わが悶には新たな潮流が見られます。たとえ
ば、ノーマライゼイション理念の教育に対する影響によるものがあります。特殊教育の形態について
みると、通常教育場面に限りない移行を志向する統合教育(インテグレイション)の考え方、通常教
育場面において備に応じた教育支援方策を導入して行こうとする一体化(インクルージョン)の考え
方があります。特殊教育自体においては、個に対応した支援が一層重視されて来ました。加えて、障
害児教育自標における「自立支援jの強調があります。これは、「障害者の自混と社会活動への参加
を保進するjことを自的とする平成5年の障害者基本法制定が基底となりました。
平成11年においては、注自すべき重要事項がありました。「精神薄弱jに代えて f知的障害jを用
語として採用すること、「盲学校、聾学校及び養護学校学習指導要領j改訂の文部省告示、などであり
ます。新要領では「一人一人の醸害状態等に応じたきめ縮かな指導を一種充実することJが改訂方針
となりました。教育課程の指導領域「養護.WI練jを「自立活動Jに改称、し、子どもの「自立jを目
指した、障害による国難を改善・克服する「主体的活動jを意閉するものとなりました。
現代の樟害児(特殊)教育におけるキーワードとして、「自立jと f一人一人の障害状態に応、じた
指導Jを挙げることができます。本校の研究主題はこれらのキーワード概念と閉じ観点を先取りして、
呂々の教育実践研究を行なっていると自負しているところです。
本校研究主題のこれまでを概観としますと、第 1. II 期(昭和54年~58年) r児童・生徒の実態に
応じた教育課程編成と実践j、第理期(昭和5g~63年) r児童・生徒の特性に適合した教育実践J、第N
期(平成 1 年~7 年) r変容の実感(はたらく )J、第V期(平成 8 年~g 年) r自立をめざす小・中・
高一貫した教育課程の編成と実践jとなっており、今回研究に継続します。
今由(第10回)研究主題は「社会生活への移行をすすめるための小中高一貫した教育支援の在り方j
を掲げ、検討内容には円閤加の指導計画J、「教育内容の精選・指導形態j、「告立的な活動の状況作りJ
などに焦点を当てます。さらに、家庭・地域・関係機関との連携機能の向上に努めながら、 IEPか
ら職業・進路指導支援まで小・中・高等部の一貫性を追求課題としてまいりました。
この度、本校の研究報告に際しましてご後援いただきました佐賀県教育委員会、佐賀市教育委員会、
佐賀県特殊教育研究会の各位に厚く感禽申し上げます。また、発表大会企画シンポジウム・コーデイ
ネーターの佐賀大学文化教育学部助教授上野景三先生をはじめとして、シンポジストの諸先生方、さ
らには、指導助雷と司会の労をおとりいただく先生方に深くお札申し上げます。
最後に、本校の教育実践に自項からご協力とご指導をいただいております関係機関の多くの方々、
本校児童生徒の保護者の方々による献身的なご協力に心胆からお礼を申し上げます。
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1 .研究テーマ
社会生活への移行をすすめるための
小@中@高一貫した 教育支援の在り方
2. テーマ設定の理由
「障害者の完全参加と平等Jを目指す社会情勢の中、「自立Jの概念が大きくとらえ直され
在宅福祉の充実が言われている O 平成7年度には、 7つの視点を持つ「障害者プランjが策定
され、それぞれの県や市町村はそれを受け、具体的な数鑑を掲げて障害者施策を積極的に推進
しつつあり、教育・就労・描祉のそれぞれの分野において、ノーマライゼーションおよび1)ハ
ピリテーションの理念の浸透と具体的な展開が着実に求められきている昨今であるO
このような情勢を受け、なかでも就労の分野に関しては、平成9年4月に、「障害者の雇用
の促進に関する法律Jが改正され、知的障害者を含む法定雇用率1.8%が実施されることとなっ
た。そして、この障害者の雇期支援をめぐり、いよいよ、教育と就労と福祉の分野、各関係機
関の強い連接による支援体制が必要とされてきたといえるO
一方、教育の分野では、「支えられる自立観jに基づく教育の在り方が提言されており、学
習指導要領の改訂においては、個別の指導計麗の充実や職業教育の促進が意図されてきているO
さらに、福祉・就労の分野との連携を意識した、「学校卒業後に、地域社会生活や職業生活に
円滑に移行していくためにはJという観点からの、12年開の学校教育の在り方や役割を関う、
動向が新しく始まろうとしているO
さて、本校では「積み上げj型の研究スタイルを持ちつつ、「教育の成果は、学校卒業後の
児童生徒の生活のありように表れるJという思いのもと、これまでの研究を各学部に蓄積し、
児童生徒の人生における通過機関としての学校教育が、生徒のその後の人生に貢献できるもの
でありたいという願いを持って、実践研究が了寧に積み上げられてきた経緯を持つ。
前期、第V期研究(平成 8~9 年度)においては、「自立を目指す小・中・高一貫した教育
課程の編成と実践jのテーマを掲げ、特殊教育を取り巻く上述した社会i育勢を視野に入れつつ、
世界的な教育情勢である 1E P (Individualized Educational Program) i 1露関教育計画J(米毘公
法94-142)の理念や先行研究に多くを学びながら、偲別指導計画のフォーマットと調理を切
り口とした教育内容の精選に取り組んできた。そしてこの取り組みの中で、学校教育期間を児
童生徒の社会生活への準錆期間と考えて支援する「移行サーピスJの考え方に触れることがで
き、それぞれの学部が、一貫教育の中で果たす役割を自覚していくようにもなった。(本校研
究紀要第9集参照)1l
「移行サーピスjとは fトランジッションjともいい、アメリカ合衆国において 1990年の
障害者教育修正法の中で、「保護的な環境である学校教育から、多くの責任と選択を迫られる
成人生活へ円靖に移行するための橋渡し、またはそのためのプロセスJと定義されており、 I
E P i錨5JU教育計闇jに組み込まれて 1T P (Individualized Transition program) i偲別移行計
一-1一
画jを作成して、各関係機関の合意のもとで実施されるものである。3) その原則は、生徒借入
のニーズに基づきながらサーどスを受ける側の選択と利益が尊重されることであり、この計画
の中で用意される学習活動は、卒業時の進路選択の準備に限られないで卒業後の生活スタイル
の選択や地域生活の全領域に参加することを想定したものであるという視点を持っているもの
である♂この「移行サービスJiトランジッションJの考え方は、法律の整備や社会の成熟度、
社会的背景や竪史の大きく違う日本で、そのまま適応できるものではないことはいうまでもな
い。しかしながら、とりわけ、その原期さらにプログラム作りの視点は、すでに日本において
も福祉や就労の領域では意識的に参考にされ実践されてきているところである O 児童生徒の人
生のもっとも成長の著しい時期に責任を持つ学校教育の場においてもこの考え方に学ぶことは、
教育・就労・祷祉の分野でよりよい連携が必要とされる昨今に於いて意義が深いと考えている。
そこで、今期研究においても、前回の研究の成果をふまえ、社会'情勢や新しい動向を視野に
入れつつ、「児童生徒が学校卒業後に、ますます高度に複雑化した社会に円滑に移行するため
に、 12年間の学校教育期間をどのように支援していけばよいのかjという観点から、上述し
た研究テーマを揺げて、実践研究していきたいと考えるO
ここで言う f教育支援jとは、以下の内容を総称しているO
それはまず、一人一人の児童生徒の学校卒業後のよりよい告立の姿を描きつつ、それを
の課題として反映させることであるO そして、一人一人とその家族の多様なニー
ズを受け止め、卒業後のそれぞれの自立の姿をできるだけ具体的に描き復先的な課題を設定し
ていくためには、学校・保護者・本人・関係機関が、それぞ、れの立場の意見や儲別なニーズを
し合い選択し、決定していく機会としてミーテイングの場を用意することが必要であると考
えているO
次に、「儲別の指導計画jの実施にあたっては、学校・家震がそれぞれの持ち場での課題の
達成に向けて、関係機関をも含めて連携を泣かっていくことが求められるO
また、学校の教育課桂の編成においては、発達段階を考慮した丁寧なボトムアップの見地と、
地域社会でよりよく活動する力を育てるためのトップダウンの見地からの両国から、移行期
に学校が用意すべき教育内容を精選していくことである。そして、教育環境を学校内から校外
地域社会に段階的に広げて、社会資源の活用や交流、余暇活動に至る多様な体験を児童生徒が
積み重ねる機会を意函的に仕組んでいくことも必要であると考える。
各学部が一貫教育の中での役舗を意識し実践事併を積みながら、児童生徒一人一人が生活の
貿の向上を留りつつ、無理なく社会生活に移行するために学校教育として行うことができる支
援の在り方を提案したい。
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3.研究内容
(1) r個別の指導計画Jの充実に関する支援
ア 将来のよりよい自立の姿を指向しながら、それぞれの時期(児童期・青年期日~15歳・
青年期16~18歳)に必要な長期・短期目標を設定し、評価を行う。
イ 保護者・本人・関係機関・学校との連携の中で、適切で榎先的な課題を選定する O
ウ 学部の教育課程の中で、適切な運用を関るO
(2) 教務内容に関する支接
ア 地域の社会生活の中の多様な活動、領域を想定したトップダウン的見地から、教背内容
の精選と指導形態の見藍しを行う O
イ 各指導の形態の中での日々の授業において教材教具を工夫し、児童生徒本人の特性にあっ
た「代替手設の活吊jをばかりながら、本人が見通しを持って自立的に活動できる
りを行う O
と
ア 小学部IEPミーティングと中学部の現場実習の事訴事後ミーティングと高等部の進路
指導における三者龍談等について、一貫した連携を意識する O
イ で、 に学ぶ機会を設定するO
ウ 家躍との連携をすすめる O
4.講究方法
(1)から(3)までのそれぞれのア、イ、ウについて、各学部研究会を主体としながら、事例を通
して実践的に取り組んでいく O さらに、各学部実践の中から、一貫教育における支援を研究部
でとりまとめたり、集約する O
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